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第4分団1部防災教室

ぼくたちも地域の安全を守ります！



2 Takamori.2008.933

平成 20年 9月 1日

　高森町の介護保険事業に対し本年4月1日住民監査請求がなされましたので、その内容と経過につきま

して町民の皆さまに報告いたします。

　請求の内容は、熊本県より高森町に対し高森町所在の指定訪問介護事業所、指定介護予防訪問事業所及

び指定居宅介護支援事業所を運営する事業者に対し実地検査した結果、不適正な介護報酬の算定が認めら

れたので、町は必要な返還措置を検討するようにとの通知を受けながら「必要な返還措置」を実施してお

らず請求を放置しているので、監査委員は事実関係を調査し、必要な措置をとられるようにとの内容で監

査請求がありました。

　高森町には指定居宅サービス事業所などの介護事業を営む事業所が数社ありますが、この中の1事業者

が熊本県による実地検査の結果、不適正な介護報酬の算定があるとの勧告がなされました。

　これと同時に熊本県より高森町に対しても、事業者に対し勧告した旨と、必要な返還措置を検討するよ

うにとの通知がありました。

　これを受け町は直ちに調査に着手し、事業者に対し関係帳簿書類の提出を求める通知を行いましたが、

事業者からは介護サービス事業所を廃止し関係帳簿書類も散逸しているとの回答を受けました。

　その後、立ち入り調査等も含め数回にわたる催告を行い、さらに介護保険法の規定による関係帳簿書類

の保存義務があることから、提出なき場合関係法令に基づき対処することを含め提出を命じましたところ、

関係帳簿書類の一部提出はありましたものの、不適正な請求を検証するには不十分なため、今後引き続き

不足する関係帳簿書類の提出を命じ、厳正に精査のうえ不適正な請求金額の確認作業を行い、確定次第返

還手続きを行います。

　介護保険事業は、40歳以上の住民の皆さまの保険料と国・県・町の拠出金及び、利用者の皆さまの負

担金で運営されている事業であり、町といたしましても関係機関との連係を密にし、各事業者に対し今後

同様な指摘を受けることのないよう指導監督を強化し、住民の皆さまが安心して介護保険事業を利用して

いただけるよう努めてまいりますので、皆さまのご理解とご協力をお願いし、住民監査請求に対する報告

といたします。

　なお、高森町監査委員からは請求者に対し、下記のとおり通知されました。

　町民の皆さまへ

介護保険事業に対する住民監査請求について（報告）

高森町長　藤　本　正　一

記
（判断）
　高森町は介護保険法に基づき、事業者に対し、介護報酬の請求が正当なものか検証するための帳
簿書類等の提出を再三再四依頼、平成 20年 6月 17日に事業者より関係書類の提出があり、介護報
酬の不適正（過誤）請求分についての精査事務を着手している。
　このことから、高森町は介護報酬の請求及び必要な返還措置を実施していないとは考えられない
と判断する。
　よって、高森町長は介護報酬の請求及び必要な返還措置を講じていることにより、本件請求は、
合議により理由がないものと認める。
　なお、平成 20年 6月 18日付けで高森町監査委員より高森町長に対して、関係帳簿書類を早急に
検証し、不適正（過誤）請求分については返還命令の措置をするよう通知したことを申し添える。
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後期高齢者医療保険料の
お支払い方法の選択ができます

　後期高齢者医療制度の保険料について、本年４月より
年金からお支払いいただいている方、または本年10月
より年金からお支払いいただく予定となる方のうち、下
記のいずれかの要件を満たす方は、住民福祉課国民健康
保険係へお申し出いただくことにより、保険料を口座振
替によりお支払いいただくことができるようになりまし
た。
●対象となる要件
① 国民健康保険の保険税（料）を確実に納付されていた
方（本人）が口座振替により納付する場合（国保の世
帯主で滞納のなかった方が対象です）

② 年金収入が180万円未満の方で、世帯主であるお子さ
ん、または配偶者の口座より納付する場合

※①、②とも口座振替依頼の手続きが必要となります。

　住民福祉課国民健康保険係にお申し出いただいた後、
速やかに年金からのお支払いを中止する手続きを行いま
すが、約３ヶ月程度のお時間がかかります。ご了承くだ
さい。また、要件に該当しない場合はお支払い方法の変
更ができませんので、必ず住民福祉課国民健康保険係に
ご相談ください。

■お問い合わせ先　住民福祉課国民健康保険係　℡６２－１１１１（内線１２８・１２９）

犬及び猫引取り手数料導入

　平成20年10月１日から、飼い主のいる犬及び猫につ
いて保健所へ引取りを依頼する場合には、飼い主責任の
明確化や受益者負担等の観点から下記のとおり手数料が
必要になります。
　犬や猫をはじめとして、ペットを飼う際は、最期まで
責任を持って飼えるかなど、将来にわたった計画を立て
たうえで飼うようにしましょう。
●手数料の額
　・犬
　　１．生後91日以上１頭につき　２,０００円
　　２．生後91日未満１頭につき　　４００円
　・猫
　　１．生後91日以上１匹につき　１,０００円
　　２．生後91日未満１匹につき　　２００円

●引取場所
　阿蘇保健所（事前にご相談ください）
※ 犬や猫を捨てることは犯罪行為です。法律により処罰
（50万円以下の罰金）されます。

■お問い合わせ先　阿蘇保健所環境衛生課　℡０９６７－32－０５３５

国民健康保険税の賦課方式が変わりました
　昨年度までの医療・介護の２方式から、本年度
は医療・支援金・介護の３方式になりました。これ
は、従来国民健康保険から老人医療費に拠出金を出
していましたが、本年度から導入された後期高齢者
医療保険に対する支援金分として新たに保険税に追
加されました。
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▼練習の成果を発揮し県大会準優勝に輝いた望月脩平くん。

全国中学校体育大会剣道の部出場
望月脩平くん（高森中２年）
　7月 26 日、荒尾高校体育館で「熊
本県中学校体育大会剣道の部」が開
催され、代表男子個人の部に出場し
た高森中学校 2年の望月脩平くんが
見事準優勝に輝きました。望月くん
は、8月 8日から 10日まで福岡県で
開催された九州大会と、8月 20 日か
ら23日まで富山県で開催された全国
大会に出場しました。

阿蘇郡消防操法大会
ポンプ車の部で第１分団が３位入賞
　7月 26 日、西原村民グラウンドで「阿蘇郡消防操法大
会」が開催され、町代表として小型ポンプの部に第 3分
団（矢津田・中）、ポンプ車の部に第 1分団【草部（社倉）・
永野原・下切】が出場しました。両分団ともに日ごろの
訓練の成果を披露。第 1分団が見事 3位入賞を果たしま
した。

▼訓練の成果を出し切り第3位に輝いた1分団の選手たち。 第 4分団1部防災教室
地域の防災意識向上を目指して
　8月 2日、第 4分団 1部の「防災教室」が村山区ふれあ
いセンターで行われました。団員10人と女性消防団員3人、
地域住民約 10 人が参加。阿蘇広域消防南部分署職員が消
火器やＡＥＤ（自動体外式除細動器）の使い方、人工呼吸
などを指導。参加者は職員の話に熱心に耳を傾け、防災意
識の向上を図っていました。

▲消火器を使った訓練をする子どもたち。
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ヒゴムラサキブランド化研究会
蒲島郁夫熊本県知事にヒゴムラサキ贈呈
　ヒゴムラサキブランド化研究会が 7月 22日に熊本県庁
を訪問し、蒲島郁夫熊本県知事にヒゴムラサキ 20本を贈
呈しました。ヒゴムラサキブランド化研究会は、ヒゴムラ
サキを高級なすとしてのブランド化を確立し、産地の拡大
や栽培農家の経営安定を図って産業を発展させようとさま
ざまな取り組みを展開しています。

▲蒲島郁夫熊本県知事とヒゴムラサキブランド化研究会のメンバー。

熊本県商工会女性部連合会ミニバレーボール大会
高森町商工会女性部が見事優勝
　7月 23 日、益城町総合体育館で「熊本県商工会女性部
連合会ミニバレーボール大会」が開催され、高森町商工会
女性部が見事優勝しました。大会には 66 チームが出場。
予選リーグを突破した高森町商工会女性部は、決勝で菊池
市商工会女性部と対戦。2対 1の接戦に勝利し優勝を果た
しました。

▲5人のチームワークで優勝を飾った高森町商工会女性部。

熊本フレイン
ＤＶＤレコーダーとビデオカメラ寄贈
　熊本フレイン（下田英隆代表取締役）が、町社会福祉協
議会にＤＶＤレコーダーとビデオカメラを寄贈しました。
社会貢献の一環として、昨年の車いす 5台に続き贈られた
もので、7月 22 日に野尻勇市郎営業部長が会長の藤本正
一町長に寄贈。ＤＶＤレコーダーとビデオカメラは、今後
地域の座談会などに活用する予定です。

▼藤本正一町長に目録を手渡す野尻勇市郎営業部長。

七夕飾りコンテスト表彰式
特選に高森東中学校
　高森湧水トンネル七夕まつりで開催した「七夕飾りコン
テスト」の表彰式が 8月 4日に行われました。特選には、
最多の 310 票を集めた高森東中学校が選ばれました。1席
から 3席の結果は次のとおりです。１席／高森保育園、２
席／高森幼稚園、色見保育園、３席／高森東保育園、宇土
小学校 6年 3組（宇土市）

▼町長室で行われた表彰式の様子。
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親子交流事業
勾
まが

玉
た ま

づくりと火おこしに挑戦
　町青少年育成町民会議支部主催の「親子交流事業」が、
7月 21 日に観光交流センターで行われました。高森中央
小学校の児童約 40 人と保護者約 25 人が、県文化課職員
の指導を受け勾玉づくりと火おこしに挑戦。夏休みの 1
日を親と楽しく過ごした子どもたちは、自分だけの勾玉を
うれしそうに持ち帰っていました。

▲「舞
まいぎり

錐」という道具の複製を使って火おこしをする子どもたち。

親子の料理教室
親子で仲良くクッキング
　8月 2日、高森総合センターで「親子の料理教室」が開
かれました。小学 1年から 4年までの子どもとその保護
者約 20人が参加し、町食生活改善推進員協議会の指導を
受けスープカレーやさつまいものミルク煮など 4品を調
理。自分たちで作った料理の味に親子とも大満足の様子で
した。

▲子どもたちは上手に包丁を扱っていました。

ＪＡ阿蘇南部トマト部会
町内の保育園と幼稚園にトマト配布
　8月 8日、ＪＡ阿蘇南部トマト部会が高森保育園、色見
保育園、高森東保育園、高森幼稚園にトマトを配布しまし
た。これは、園児たちにおいしいトマトをたくさん食べて
もらおうと毎年行っているもので、部会員が「どうぞ、食
べてください」と手渡すと、園児たちは「ありがとうござ
いました」と笑顔で受け取っていました。

▼ＪＡ阿蘇南部トマト部会員からトマトを受け取る高森幼稚園児。

高森中央小学校6年生職場体験学習
社会人としてのマナーや礼儀作法を学ぶ
　7月 31 日から８月 1日の 2日間、高森中央小学校の 6
年生が町内の農家や事業所 19か所で職場体験をしました。
社会性や協調性、コミュニケーション能力などの育成を目
的に 36 人が活動。児童たちはスーパーでの袋詰めや介護
施設での介助など、それぞれの職場で熱心に取り組んでい
ました。

▼キャベツ農家で出荷作業を手伝う児童。
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▼たくさんの子どもたちでにぎわった標高700㍍納涼祭。

町内各地で夏祭り開催
多くの帰省客でにぎわう
　8月のお盆前後、町内各地で夏祭
りが行われました。今年で 10 回目
を数える「標高 700 ㍍納涼祭」は、
8月 12日に野尻モータースで開催さ
れ、子ども連れの帰省客などたくさ
んの人が来場。焼き鳥やカレーライ
スなどの出店が並んだ会場で、カラ
オケやビンゴゲームなど趣向を凝ら
した催しが行われました。

草部吉見神社夏祭り
地域の伝統行事にたくさんの人が参加
　7月 31 日、「草部吉見神社夏祭り」が行われました。
地域の伝統行事に子どもからお年寄りまでたくさんの人
が参加。午前中に神事を終え、午後からは大小 2基のみ
こしと、かわいらしい子どもみこしが階段を上って浜床
まで練り歩き、神楽の披露が行われました。たくさんの
人がみこしをくぐり、五穀豊穣を願っていました。

▼みこしを担ぎ元気に練り歩く子どもたち。 梅香苑納涼夏祭り会
楽しいひとときに入所者も笑顔
　8月 6日、特別養護老人ホーム梅香苑で毎年恒例の「納
涼夏祭り会」が開催されました。入所者の家族や地域の人
が多数来場し、入所者と一緒に焼きそばやかき氷、生ビー
ルなどを堪能。ロアリングサウンズの演奏や尾下菅原神社
の獅子舞なども行われ、大盛り上がりの 1日となりました。

▲風鎮太鼓などさまざまなステージを満喫しました。
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簡易課税制度

　警察では、緊急の事件や事故以外
で
●防犯や交通問題
● 暴力団などに関する困りごとや悩
みごと

● 家庭内の暴力や子どもの非行、ス
トーカー、ＤＶ

● 事件や事故には至っていないが不
安や危険を感じていること

など、一人でお悩みの方々のご相談
に応じています。警察の窓口での直
接相談、電話での相談のどちらでも
結構です。お気軽にご相談ください。

警察相談 かけて安心 ♯ 9110
● 家庭電話（プッシュ回線）、公衆
電話、携帯電話、ＰＨＳからは♯
9110 を押せば、警察本部警察安
全相談室につながります。

● ダイヤル回線、ＩＰ電話からは
096-383-9110 で同じく警察本部
警察安全相談室につながります。

※ 緊急の事件・事故の場合は、110
番をお願いします。

９月11日は
「警察相談の日」

第２回危険物取
扱者試験
●試験の種類
　・甲種…全種類の危険物
　・乙種…第 1類～第 6類
　・ 丙種…ガソリン、灯油、軽油、

クレオソート油、ギア油、シリ
ンダー油及び動植物油

●試験の日時
　11月 16日（日）
　・ 甲種及び乙種試験…午前 9 時

40分（着席）
　・ 丙種試験…午後 0時 40 分（着

席）
●試験会場
　 熊本市、八代市、玉名市、天草市
（試験会場は受験票に明示）
●受験願書の請求先
　 ㈶消防試験研究センター熊本県支
部または熊本県下各消防署（消防
本部）
●受験願書の受付期間及び提出先
　・ 受付期間…9月 17日（水）～ 9

月 25日（木）
　・提出先及び問い合わせ…
　　 ㈶消防試験研究センター熊本県

支部
　　〒 862-0976
　　 熊本市九品寺 1丁目 11番 4号

（熊本県教育会館 4階）
　　℡ 096-364-5005 または
　　℡ 096-364-7610

■お問い合わせ先
　阿蘇広域消防本部南部分署
　℡62-9034

■お問い合わせ先
　阿蘇税務署
　℡0967- 22 -0551

■お問い合わせ先
　高森警察署
　℡６２- ０１１０

　個人事業者で前々年の課税売上
高が 5千万円以下の方は、事前に
「簡易課税制度選択届出書」を提出
することにより、実際の課税仕入
れ等の税額を計算することなく、
課税売上高から仕入控除税額の計
算を行うことができる簡易課税制
度を適用して申告することができ
ます。
　納付税額は、事業の種類ごとに
定められた「みなし仕入率」を、
売上げに対する消費税額に掛けた
ものを仕入れ等に含まれる消費税
額とみなして計算します。
　この、簡易課税制度を選択しよ
うとする個人事業者は、その適用
しようとする年の前年 12月末まで
に届出書を提出する必要がありま
す。
　なお、簡易課税制度を選択する
と、2年間はその選択を取りやめ
ることができません。
　また、簡易課税制度選択届出書
を提出している場合であっても、
基準期間の課税売上高が 5千万円
を超える方は簡易課税制度を適用
することができませんから、課税
仕入れ等に係る消費税額の控除を
受けるためには、課税仕入れ等の
事実を記録した帳簿及び課税仕入
れ等の事実を証する請求書等の両
方の保存が必要になります。
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国民年金だより
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人じ
ん

権け
ん

同ど
う

和わ

啓け
い

発は
つ

係か
か
り

さ
ま
ざ
ま
な
人じ

ん

権け
ん

課か

題だ
い

〜
身み

の
ま
わ
り
で
起お

こ
っ
て
い
る
色い

ろ
　
い
ろ々
な
問も

ん

題だ
い

に
つ
い
て
〜

あ
る
日ひ

の
出で

来き

事ご
と

【「
う
わ
さ
」っ
て
】

　

休き
ゅ
う

日じ
つ

、
私わ

た
し

は
弟

お
と
う
と

と
ス
ー
パ
ー
へ
買か

い
物も

の

に
出で

か
け
た
。
そ
の
翌よ

く

日じ
つ

、
会か

い

社し
ゃ

に
行い

く
と
、「
も
う
す
ぐ
結け

っ

婚こ
ん

？
」「
よ
か
っ
た
ね
、
お
め
で
と
う
！
」
と
い
う
声こ

え

が
。

「
結け

っ

婚こ
ん

っ
て
何な

に

!?
」戸と

惑ま
ど

っ
て
い
る
私わ

た
し

に
、先せ

ん

輩ぱ
い

が
言い

い
ま
し
た
。「
ほ
ら
、昨き

の
う日

、ス
ー

パ
ー
で
恋こ

い

人び
と

と
楽た

の

し
そ
う
に
買か

い
物も

の

し
て
た
だ
ろ
う
？
」
私わ

た
し

は
慌あ

わ

て
て
「
あ
れ
は

弟お
と
う
と

よ
。」
と
説せ

つ

明め
い

し
た
。
で
も
、
う
わ
さ
は
ど

こ
ま
で
広ひ

ろ

が
っ
て
い
る
ん
だ
ろ
う
…
。
思お

も

い

込こ

み
で
う
わ
さ
を
す
る
の
は
、
本ほ

ん

当と
う

に
や
め

て
ほ
し
い
わ
。

　

そ
の
後ご

、
何な

に
げ気

な
く
週し

ゅ
う

刊か
ん

誌し

を
め
く
っ
て

い
る
と
、
先せ

ん

日じ
つ

か
ら
話わ

題だ
い

に
な
っ
て
い
る
大お

お

き
な
事じ

件け
ん

の
記き

事じ

を
見み

つ
け
た
。
そ
こ
に
は
、

事じ

件け
ん

が
起お

こ
っ
た
原げ

ん

因い
ん

や
被ひ

害が
い

者し
ゃ

の
こ
と
が

お
も
し
ろ
お
か
し
く
書か

か
れ
て
い
る
。「
こ
れ

だ
っ
て
、
本ほ

ん

当と
う

の
こ
と
じ
ゃ
な
い
か
も
し
れ

な
い
な
…
。」

　

私わ
た
し

も
今い

ま

ま
で
う
わ
さ
や
ゴ
シ
ッ
プ
記き

事じ

を

楽た
の

し
ん
で
い
た
け
ど
、
こ
う
い
う
こ
と
が
、

い
ろ
ん
な
人じ

ん

権け
ん

問も
ん

題だ
い

を
生う

ん
で
い
く
こ
と
に

も
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
し
ら
。（

熊く
ま
も
と
け
ん
じ
ん
け
ん

本
県
人
権
セ
ン
タ
ー
「
く
ら
し
と
人じ

ん
け
ん権

」
か
ら
）

公的年金は社会全体で高齢者の生活を支える制度です
☆社会全体で支える経済変動にも強い
　平均寿命が大幅に伸び、老後生活が長期化したことも、私的な扶養や貯蓄によって、老後生活を送ることを困難にし
ています。
　公的年金は、現役世代の保険料負担で高齢者世代を支えるという世代間扶養の仕組みを基本として運営されています。
これは、一人ひとりで私的に行っていた老親の扶養や仕送りを、社会全体の仕組みでカバーするものです。現役世代が
全員ルールにしたがって保険料を納付し、そのときの高齢者全体を支える仕組みは、私的な扶養の不安定性などのトラ
ブルを回避するメリットがあります。
　また、年金を受ける頃の将来の経済社会がどうなっているか予測がつかない中で、公的年金は、基本的に物価の変動
に応じて支給額が変動する仕組みとなっており、将来の経済変動にも十分に堪えられるものとなっています。それによっ
て実質的価値を維持した年金を一生涯にわたって保障するものであることから、安定的な老後の所得保障を可能にして
いるのです。

☆若い世代にとっても重要な役割を果たす
　年金は、高齢者世代にとってはもちろんのこと、若い世代にとっても、自分の親の私的な扶養や自分自身の老後の心
配を取り除く役割を果たしています。年金は、個人個人の自立を高め、社会の発展、安定に貢献している側面があります。
　このように、年金は、国民の生活、経済からみて不可欠かつ重要な存在となっているといえます。国民年金に加入し、
保険料を納付しましょう。

■お問い合わせ先　熊本東社会保険事務所　℡０９６－３６７－２５００
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み
手
続
き
は
簡
単
で
す
。

　

・ 

経
営
事
項
審
査
で
加
点
評
価
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

　

・
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま
す
。

　

・ 

掛
金
は
事
業
主
負
担
と
な
り
ま
す
が
、
法

人
は
損
金
、
個
人
で
は
必
要
経
費
と
し
て

扱
わ
れ
、
税
法
上
全
額
非
課
税
と
な
り
ま

す
。

　

・ 

事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職
金
は
企
業
間

を
通
算
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
建
退
共
」
に
、
退
職
金
の
試

算
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
請
求
等
、
建
退
共
制
度
の

知
り
た
い
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ア
ク
セ
ス
し
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
ア
ド
レ
ス

　

 http://w
w
w
.kentaikyo.taisyokukin.

go.jp/

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

建
設
業
退
職
金
共
済
事
業
熊
本
県
支
部

　

℡
０
９
６-

３
６
６-

５
１
１
１

　

県
で
は
、
木
造
住
宅
の
新
築
や
住
宅
の
リ

フ
ォ
ー
ム
を
さ
れ
る
方
に
品
質
の
確
か
な
県
産

木
材
を
提
供
し
て
い
ま
す
（
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

は
今
年
度
か
ら
提
供
開
始
）。

　

多
く
の
県
民
の
皆
さ
ん
に
地
元
の
木
材
を

使
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
、
熊
本
の
豊
か
な
森

林
を
維
持
・
保
全
し
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
す
。
趣
旨
を
ご
理
解
の
う
え
、
多
数
の
方
に

応
募
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
後
の
募
集
日
程
や
募
集
戸
数
、
応
募
条
件

な
ど
の
詳
細
は
、
熊
本
県
林
業
振
興
課
県
産
材

利
用
推
進
室
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
林
業
振
興
課
県
産
材
利
用
推
進
室

　

℡
０
９
６-

３
３
３-

２
４
４
８

　

木
材
の
ぬ
く
も
り
や
や
さ
し
さ
に
触
れ
て
木

材
の
良
さ
を
実
感
し
、
広
く
県
民
が
県
産
木
材

利
用
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目

的
に
、「
く
ま
も
と
県
民
木
材
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」

が
９
月
20
日
（
土
）
か
ら
21
日
（
日
）
ま
で
の
２

日
間
、
グ
ラ
ン
メ
ッ
セ
熊
本
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

木
材
関
係
団
体
な
ど
の
展
示
、
住
宅
に
関
す
る
相

談
会
や
、
木
工
教
室
、
木
製
遊
具
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、

ご
家
族
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま

す
。
入
場
は
無
料
で
す
。
詳
し
く
は
、
熊
本
県

林
業
振
興
課
県
産
材
利
用
推
進
室
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
林
業
振
興
課
県
産
材
利
用
推
進
室

　

℡
０
９
６-

３
３
３-

２
４
４
８

高
森
町
役
場
℡
62-

１
１
１
１
／
草
部
出
張
所
℡
64-

０
２
１
１
／
野
尻
出
張
所
℡
65-

０
２
１
１

新  

着  

情  

報

　

こ
の
他
に
も
６
項
目
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

熊
本
労
働
局
雇
用
均
等
室
で
は
セ
ク
シ
ュ
ア

ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
相
談
員
を
配
置
し
、
事
業
主

や
男
女
労
働
者
か
ら
の
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

・ 

相
談
受
付
時
間
等　

月
曜
日
〜
金
曜
日

　
　

 

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
（
土
日
祝

日
を
除
く
）

　

・ 

第
２
・
第
４
火
曜
日　

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
相
談
員
が
相
談
を
受
け
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
労
働
局
雇
用
均
等
室

　

℡
０
９
６-
３
５
２-

３
８
６
５

　

こ
の
制
度
は
、
建
設
現
場
で
働
く
方
々
の
た

め
に
、「
中
小
企
業
退
職
金
共
済
法
」
と
い
う
法

律
に
よ
り
国
が
作
っ
た
退
職
金
制
度
で
す
。

　

事
業
主
の
方
々
は
、
現
場
で
働
く
労
働
者
の

共
済
手
帳
に
働
い
た
日
数
に
応
じ
て
掛
金
と
な

る
共
済
証
紙
を
貼
り
、
そ
の
労
働
者
が
建
設
業

界
で
働
く
こ
と
を
や
め
た
と
き
に
建
退
共
か
ら

退
職
金
を
支
払
う
と
い
う
、
い
わ
ば
業
界
全
体

で
の
退
職
金
制
度
で
す
。

○
加
入
で
き
る
事
業
主　

建
設
業
を
営
む
方

○ 

対
象
と
な
る
労
働
者　

建
設
業
の
現
場
で
働

く
人

○
掛
金　

日
額
３
１
０
円

○
特
長

　

・ 

国
の
制
度
な
の
で
安
全
、
確
実
、
申
し
込

国民健康保険税第５期の納期限は９月30日（火）です。／高森町役場住民福祉課

　

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
で
は
、
職
場
に
お
け

る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
に
つ
い

て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
事
業
主
の
義

務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
職
場
環
境

を
悪
化
さ
せ
、
被
害
を
受
け
た
労
働
者
の
働
く

意
欲
を
低
下
さ
せ
ま
す
。
ま
た
企
業
に
と
っ
て

は
生
産
性
の
低
下
、
イ
メ
ー
ジ
の
低
下
等
見
逃

せ
な
い
問
題
で
す
。「
会
社
の
相
談
窓
口
に
相
談

し
づ
ら
い
」「
相
談
し
て
も
充
分
対
応
し
て
も
ら

え
な
い
」
等
の
相
談
も
雇
用
均
等
室
に
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

職
場
で
の
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防

止
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
か
点
検
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

　

雇
用
管
理
上
、
主
な
措
置
は
以
下
の
と
お
り

で
す
。

　

・ 

職
場
に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
の
内
容
・
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
旨
の
方
針
を

明
確
化
し
管
理
・
監
督
者
を
含
む
労
働
者

に
周
知
啓
発
す
る
こ
と

　

・ 

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
行
為
者

に
つ
い
て
は
、
厳
正
に
対
処
す
る
旨
の
方

針
・
対
処
の
内
容
を
就
業
規
則
等
の
文
書

に
規
定
し
管
理
・
監
督
者
を
含
む
労
働
者

に
周
知
啓
発
す
る
こ
と

　

・
相
談
窓
口
を
あ
ら
か
じ
め
定
め
る
こ
と

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

対
策
は
事
業
主
の
義
務
で
す
！

住
宅
の
新
築
や
リ
フ
ォ
ー
ム
に

県
産
の
木
材
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

知
っ
て
い
ま
す
か
？

建
退
共
制
度

く
ま
も
と
県
民
木
材
ふ
れ
あ
い

ま
つ
り
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「
健
康
日
本
21
（
21
世
紀
に
お
け
る
国
民
健
康

づ
く
り
運
動
）」
の
普
及
、
推
進
と
健
康
づ
く
り

に
関
す
る
情
報
発
信
を
目
的
と
し
て
「
第
９
回
健

康
日
本
21
全
国
大
会
」
を
左
記
に
よ
り
開
催
し
ま

す
。
多
く
の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
ま
す
。

○ 

日
時　

10
月
４
日
（
土
）
午
後
１
時
〜
午
後
４

時
40
分

○ 

場
所　

熊
本
県
立
劇
場
（
熊
本
市
大
江
２-

７-

１
）

○  

関
連
行
事　

健
康
づ
く
り
に
関
す
る
展
示
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

 

熊
本
県
健
康
づ
く
り
推
進
課
生
活
習
慣
病
対

策
室

　

℡
０
９
６-

３
３
３-

２
２
５
２

○  

平
成
20
年
度
熊
本
県
ご
み
ゼ
ロ
推
進
県
民
大
会

・
日
時　

10
月
１
日
（
水
）
午
後
２
時
〜

・
場
所　

く
ま
も
と
県
民
交
流
会
館
パ
レ
ア

・
入
場　

無
料

・ 

内
容　

講
演
「
未
来
の
子
ど
も
た
ち
に
美
し
い

自
然
を
残
し
た
い
〜
ユ
ニ
ー
の
進
め
て
い
る
レ

ジ
袋
削
減
〜
」、
実
践
発
表
等

○ 

レ
ジ
袋
削
減
に
向
け
各
店
舗
に
よ
る
一
斉
行
動

　

参
加
店
は
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
産
業
廃
棄
物
対
策
課

　

℡
０
９
６-

３
３
３-

２
２
７
７

　

県
で
は
、
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
施
策
や

事
業
に
つ
い
て
、
職
員
が
集
会
や
職
場
に
出
向

い
て
説
明
や
意
見
交
換
を
行
う
『
県
職
員
出
前

講
座
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
・
セ
ミ
ナ
ー
」』
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
テ
ー
マ
を
さ
ら

に
充
実
し
、「
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｓ
Ａ
Ｉ
戦
略
の
推
進
」
な

ど
全
１
６
０
テ
ー
マ
を
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
申
込
方
法
な
ど
、
詳

し
く
は
熊
本
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
行
政
経
営
課

　

℡
０
９
６-

３
３
３-

２
０
５
８

第
９
回
健
康
日
本
21
全
国
大
会

　東秀也さんが警察協力章（警察庁長官表彰）を受章
しました。警察協力章は、警察活動に長年の功労があ
った人に警察庁長官が毎年授与しているもので、東さ
んは、これまで 45 年間熊本県警察嘱託医として高森
警察所管内の事件事故などによる死亡者の検視に立ち
会い、死因の特定などに尽力してきたことが評価され
今回の受章となりました。

レ
ジ
袋
の
削
減
に
向
け
「
マ
イ

バ
ッ
グ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
開
催

県
職
員
出
前
講
座
「
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
・
セ
ミ
ナ
ー
」
の

テ
ー
マ
を
充
実
し
ま
し
た
！

　

県
民
の
方
々
の
健
康
づ
く
り
を
支
援
す
る
「
く

ま
も
と
健
康
づ
く
り
応
援
店
」
を
募
集
し
ま
す
。

○
募
集
対
象　

飲
食
店
、
弁
当
・
総
菜
店
等

○ 

内
容　

食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
の
表
示
、
ヘ
ル

シ
ー
メ
ニ
ュ
ー
の
提
供
、
ヘ
ル
シ
ー
オ
ー
ダ
ー

の
実
施
の
中
か
ら
取
り
組
む
項
目
を
選
ん
で
実

施
す
る
こ
と
が
要
件
で
す
。

○
募
集
期
間　

11
月
28
日
（
金
）
ま
で

■
お
問
い
合
わ
せ
先

 

（
熊
本
市
内
の
飲
食
店
等
）

　

熊
本
県
健
康
づ
く
り
推
進
課

　

℡
０
９
６-

３
３
３-

２
２
５
２

 
（
他
の
市
町
村
の
飲
食
店
等
）

　

管
轄
す
る
県
保
健
所

　渡辺眞佐茂さんが熊本県防犯功労者表彰を受賞しま
した。渡辺さんは、防犯連絡所責任者や防犯パトロー
ル副隊長として 27 年の長きにわたり地域安全活動に
尽力。また、小学校の登下校時間帯には通学路におい
て子ども見守り活動を行うなど、少年の犯罪被害防止
にも大きく貢献していることが評価され今回の受賞と
なりました。

東　秀也さん（高森・旭通）

警察協力章受章

渡辺　眞佐茂さん（高森・旭通）

熊本県防犯功労者表彰受賞

「
く
ま
も
と
健
康
づ
く
り
応
援

店
」
を
募
集
し
ま
す
！
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高
森
町
役
場
℡
62-

１
１
１
１
／
草
部
出
張
所
℡
64-

０
２
１
１
／
野
尻
出
張
所
℡
65-

０
２
１
１

新  

着  

情  

報

　

わ
が
国
の
憲
法
は
、
職
業
選
択
の
自
由
を
基
本

的
人
権
の
一
つ
と
し
て
、
す
べ
て
の
国
民
に
保
障

し
て
い
ま
す
。

　

従
業
員
の
採
用
に
当
た
っ
て
、
本
籍
、
出
身
地
、

家
族
の
職
業
、
資
産
、
思
想
・
信
条
等
を
聞
い
た

り
書
か
せ
た
り
し
な
い
よ
う
に
し
、
応
募
者
の
適

性
と
能
力
に
基
づ
か
な
い
、
誤
っ
た
採
用
選
考
を

行
わ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
戸
籍
謄
（
抄
）
本
の
提
出
及
び
身
元
調

査
は
、
就
職
差
別
に
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
行
わ

な
い
よ
う
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

新
規
学
校
卒
業
者
の
採
用
に
当
た
っ
て
、
企
業

等
が
求
め
る
応
募
書
類
に
つ
い
て
は
、
中
学
卒
は

「
職
業
相
談
票
（
乙
）」、
高
校
卒
は
「
全
国
高
等

学
校
統
一
応
募
書
類
」
を
使
用
し
、
大
学
卒
等
に

は
「
新
規
大
学
等
卒
業
予
定
者
用
標
準
的
事
項
の

参
考
例
」
の
活
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

新
規
学
校
卒
業
者
以
外
の
一
般
の
採
用
選
考
に

お
い
て
は
「
日
本
工
業
規
格
（
Ｊ
Ｉ
Ｓ
）
履
歴
書
」

を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

適
正
・
公
平
な
採
用
選
考
を
実
施
し
、
就
職
差

別
を
解
消
し
て
い
く
こ
と
は
県
民
す
べ
て
の
課
題

で
す
。

　

各
機
関
、
団
体
、
企
業
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

適
正
な
採
用
選
考
の
実
施
に
つ
い
て
、
積
極
的
に

お
取
り
組
み
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
格
別
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

従
業
員
の
採
用
選
考
に
つ
い
て

の
お
願
い

　

す
べ
て
の
事
業
主
の
方
に
、
外
国
人
（
特
別
永

住
者
を
除
く
）
を
新
規
に
雇
入
れ
た
場
合
ま
た
は

離
職
し
た
場
合
に
、
そ
の
都
度
、
当
該
外
国
人
の

氏
名
、
在
留
資
格
等
を
確
認
し
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

に
届
け
出
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
届
出
を
怠
る
と
、
30
万
円
以
下
の
罰
金
が
科
せ

ら
れ
ま
す
）

　

ま
た
、
外
国
人
雇
用
状
況
届
出
制
度
の
施
行
日

前
（
平
成
19
年
９
月
30
日
以
前
）
か
ら
継
続
し
て

雇
用
し
て
い
る
外
国
人
労
働
者
に
つ
い
て
も
、
平

成
20
年
10
月
１
日
ま
で
に
、
同
様
の
届
出
を
行
う

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。（
届
出
を
怠

る
と
、
30
万
円
以
下
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
ま
す
）

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
届
出
も
可
能
で
す
。

ま
た
、
雇
用
保
険
の
手
続
き
の
際
、
併
せ
て
行

う
こ
と
も
可
能
で
す
。（https://gaikokujin.

hellow
ork.go.jp/gkjgs/index.jsp

）

　

届
出
制
度
に
つ
い
て
は
、
熊
本
労
働
局
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。（https://

gaikokujin.hellow
ork.go.jp/gkjgs/index.jsp

）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
労
働
局
職
業
対
策
課

　

℡
０
９
６-

２
１
１-

１
７
０
４

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
阿
蘇

　

℡
０
９
６
７-

２
４-

８
６
０
９

外
国
人
雇
用
状
況
の
届
出
は
、

す
べ
て
の
事
業
主
の
義
務
で
す

入札結果（500 万円以上）
工　事　名 契約金額（円） 工　　　期 請　負　者

野尻簡易水道施設基幹改良工事
（配管 1工区）

7,675,500
平成 20年 8月 7日～
平成 20年 10月 30 日

㈲平田電工

野尻簡易水道施設基幹改良工事
（配管 2工区）

6,567,750
平成 20年 8月 7日～
平成 20年 10月 30 日

㈲エス・ティー設備工業

草部地区簡易水道基幹改良工事
（第 1工区）

9,219,000
平成 20年 8月 27日～
平成 20年 11月 20 日

㈱高梢

草部地区簡易水道基幹改良工事
（第 2工区）

14,017,500
平成 20年 8月 27日～
平成 20年 12月 10 日

熊本設備㈱

草部地区簡易水道基幹改良工事
（第 3工区）

17,766,000
平成 20年 8月 27日～
平成 20年 12月 10 日

㈱ひゆがや

草部地区簡易水道基幹改良工事
（第 4工区）

16,485,000
平成 20年 8月 27日～
平成 20年 12月 10 日

㈲嶋田電設

草部地区簡易水道基幹改良工事
（第 5工区）

9,166,500
平成 20年 8月 27日～
平成 20年 11月 20 日

西田建設㈱

草部地区簡易水道基幹改良工事
（第 6工区）

7,843,500
平成 20年 8月 27日～
平成 20年 11月 20 日

㈲後藤建設
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平
成
20
年
10
月
１
日
か
ら
免
除
基
準
が
次
の

と
お
り
変
わ
り
ま
す
。

○
全
額
免
除

　

・ 

「
身
体
障
害
者
」
「
知
的
障
害
者
」
「
精
神

障
害
者
」
が
世
帯
構
成
員
で
あ
り
、
世
帯
全

員
が
市
町
村
民
税
（
住
民
税
）
非
課
税
の

場
合
に
、
全
額
免
除
と
な
り
ま
す
。

　

※ 

従
来
の
「
身
体
障
害
者
」「
重
度
の
知
的
障

害
者
」
か
ら
対
象
を
拡
大
し
ま
す
。

　

※ 

生
活
状
態
の
条
件
を
「
市
町
村
民
税
非
課

税
」
に
統
一
し
ま
す
。

○
半
額
免
除

　

・ 

視
覚
・
聴
覚
障
害
者
が
世
帯
主
の
場
合
に
、

半
額
免
除
と
な
り
ま
す
。

　

※ 

視
覚
・
聴
覚
障
害
者
の
免
除
基
準
の
変
更

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

・ 

重
度
の
障
害
者
（
身
体
障
害
者
、
知
的
障

害
者
、
精
神
障
害
者
）
が
世
帯
主
の
場
合

に
、
半
額
免
除
と
な
り
ま
す
。

　

※ 

従
来
の
「
重
度
の
し
体
不
自
由
者
」
か
ら

対
象
を
拡
大
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
視
聴
者
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
５
７
０-

０
７
７-

０
７
７

下
手
ね
ぇ　

自
分
で
書
い
た
字
が
読
め
ん 

後
藤　

愛
子

腰
の
抜
け　

渡
っ
た
橋
ァ
流
れ
と
る 

林　
　

不
忘

ち
ょ
う
ど
良
ェ　

口
利
き
ィ
欠
員
の
あ
る 

渡
辺　

雲
海

堂
々
と　

通
知
表
ど
ま
こ
だ
わ
ら
ん 

松
山
キ
ヨ
子

ち
ょ
う
ど
良
ェ　

村
長
さ
ん
の
二
男
坊 

馬
原　

馬
笑

下
手
ね
ぇ　

手
品
の
鳩
の
出
そ
こ
な
い 

岡
本　

琴
司

腰
の
抜
け　

く
し
ゃ
み
く
ら
い
で
動
か
れ
ん 

箸
本
き
み
子

ち
ょ
う
ど
良
ェ　

阿
蘇
に
朝
日
の
昇
る
頃 

佐
藤
多
可
雄

堂
々
と　

零
点
取
っ
た
顔
じ
ゃ
な
い 

後
藤　

信
子

下
手
ね
ぇ　

車
全
体
傷
だ
ら
け 

佐
楢
見
乱
坊

腰
の
抜
け　

悲
鳴
の
上
が
る
荒
治
療 

桐
原　

白
酔

う
な
ぎ
飯　

幟の
ぼ
り

が
お
い
で
お
い
で
す
る 

森
川
そ
よ
子

カ
サ
カ
サ　

過
疎
地
に
欲
し
い
潤
滑
油 

浦
塚　

南
天

肥
後
狂
句　
（
阿
蘇
御
神
火
会
）

よ
く
見
れ
ば　

い
つ
も
変
わ
ら
ぬ
顔
ば
か
り 

坂
本　

哲
美

こ
れ
は
楽　

ハ
ン
モ
ッ
ク
で
孫
の
も
り 

住
吉
ス
エ
子

こ
れ
は
楽　

仕
事
終
わ
っ
て
ま
ず
一
杯 

三
森
ミ
ツ
ヲ

口
は
達
者　

そ
れ
か
ら
先
は
も
う
聞
か
ん 

楢
木
野
矢
門

不
安
定　

あ
あ
た
が
お
ら
に
ゃ
淋
し
ゅ
う
て 

古
木
ヒ
デ
子

歌
詠
み

●
●
長
月
長
月

肥
後
狂
句
（
梅
香
苑
句
会
）

障
害
の
あ
る
方
を
対
象
と
し
た

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
の
免
除
基

準
が
変
わ
り
ま
す

　

障
害
の
あ
る
方
の
職
業
訓
練
を
熊
本
市
で
行
い

ま
す
。
受
講
料
は
無
料
で
す
。

○
対
象　

身
体
障
害
者
、
精
神
障
害
者
、
難
病

○
定
員　

10
人

○ 

内
容　

W
indow

s

の
基
本
操
作
、
ブ
ラ
イ
ン

ド
タ
ッ
チ
、W

ord

・Excel

の
基
本
操
作
、
パ

ソ
コ
ン
会
計
、
Ｃ
Ｓ
検
定
３
・
２
級
対
策
、
ビ

ジ
ネ
ス
概
論
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー

○
テ
キ
ス
ト　

８
，
０
０
０
円

○
募
集
期
間　

10
月
１
日（
水
）〜
11
月
11
日（
火
）

○
訓
練
期
間　

12
月
２
日（
火
）〜
２
月
27
日（
金
）

○
場
所　

㈲
マ
リ
オ
ネ
ッ
ト
（
熊
本
市
神
水
）

○
駐
車
場　

有
り
（
１
ヶ
月
３
，
０
０
０
円
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
高
等
技
術
訓
練
校

彼
岸
花
咲
き
出
す
日
々
の
待
た
れ
け
る 

吉
川
フ
ミ
子

梅
雨
も
明
け
ア
ッ
と
い
う
間
に
盆
と
な
り 

瀬
井
千
代
蔵

ね
じ
り
花
咲
き
て
季
節
の
移
り
ゆ
く 

矢
津
田
フ
イ

老
い
の
夏
笑
顔
で
送
る
梅
香
苑 

荒
牧　

善
晴

風
鈴
に
風
の
通
い
路
あ
り
し
か
に 

前
田　

種
子

俳　
　

句
（
梅
香
苑
句
会
）

障
害
の
あ
る
方
を
対
象
に
し
た

職
業
訓
練
生
の
募
集

　

℡
０
９
６-

３
７
８-

０
１
２
１
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健康講座
H e a l t h y  c o u r s e

　今年度から始まった特定健診の結果はいかがでしたか。特定健診は糖尿病などの生活習慣病を早期に受け止め、進行を予防
するとともに、脳卒中や脳梗塞、狭心症、心筋梗塞、腎不全による人工透析など重大な合併症を防いでいくためのものです。
　腹囲検査も新しく取り入れられましたが、判定はどうだったでしょうか。男性85㎝以上、女性90㎝以上の人は内臓脂肪
の蓄積が疑われます。肥大した内臓脂肪は血栓を作りやすくしたり、中性脂肪を増やしたり、血糖を高くする物質を出したり
と、動脈硬化を知らない間に起こしていきます。
　また、今回腹囲は正常内だったという人でも、各項目に高値を示しているものがあれば
安心できません。いずれも自覚症状はほとんどなく、血管は傷つけられ動脈硬化は進んで
いきます。
　現在、自分の体はどうなっているのでしょうか。検査値から読み取っていくことが必要
です。昨年までの健診結果と比較して、どのように変化してきているかを見ることも大切
なことです。

からだを改善するために
　生活習慣病といわれるように、多くは食事や運動といった生活面を見直すことで改善していくことができます。早めの対応
で恐ろしい合併症を予防することができるのです。
　また、これらの生活習慣病に影響する重要な物質が「インスリン」です。ご飯やパンなどの糖質や油脂、肉や魚などのたん
ぱく質を処理していくためになくてはならない物質です。しかし、インスリンは唯一すい臓からしか分泌されず限界もありま
す。その機能は60歳で2/3に落ちるともいわれています。インスリンを守っていくことが生活習慣病を予防するためのカ
ギともいえます。
　町では、この大切なインスリンの分泌状況を知り、自分にあった生活を見直すための検査や教室を実施しています。必要な
方にはご案内しますので、ぜひこの機会にお申し込みください。その他、結果を基に改善のためのお手伝いもしていますので、
保健師や栄養士にご相談ください。

健診結果から
　生活を見直しましょう

■お問い合わせ先　住民福祉課健康推進係　℡６２－１１１１（内線１２６・１２７）

検診結果
を

検診結果
を

細かくチェ
ック！

細かくチェ
ック！検診結果
を

細かくチェ
ック！
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休日在宅医
◎診療は午前9時から午後5時まで

9月14日 南郷谷整形外科医院 ℡ 62-3351

9月15日 平 田 医 院 ℡ 62-0216

9月21日 阿 蘇 立 野 病 院 ℡ 68-0111

9月23日 寺崎内科胃腸科クリニック ℡ 62-0378

9月28日 南郷谷整形外科医院 ℡ 62-3351

 10月  5日 渡 辺 内 科 ℡ 67-1777

■９月14日～10月５日分

 Public Information

2008年７月受付分（敬称略）

愛の
ご寄付

CONTRIBUTION

［ 住 所 ］
菅　山・水　迫
高　森・上　町
高　森・横　町
上色見・東中原
高　森・　森　
高　森・昭　和
草　部・山の口
尾　下・牧　戸
高　森・天　神
高　森・旭　通
中 ・ 祭 場

［ 死 亡 者 ］
佐 藤　　 惠
田所ツヤ子
飯星　元二
工藤　雪雄
後藤　髙昭
後藤ツボミ
佐藤　重信
瀬井ハツヨ
石井　末幸
古澤　清継
今村　ヤヱ

［年齢］
72
68
87
84
73
90
78
87
74
89
96

［ 御 遺 族 ］
佐藤ツヤ子
田 所　　 醇
飯 星　 知 佐
佐 伯　 一 美
後藤ミツ子
後 藤　 立 也
佐 藤　 恭 二
瀬 井　 文 男
石 井　 菊 子
古澤よし子
今 村　 助 男

平成 20 年７月 31 日現在

の
人
口

人口／７，４００人（− 12）
男性／３，５１９人（− 5）
女性／３，８８１人（− 7）
世帯／２，７７８戸（＋ 9）

T a k a m o r i  C a l e n d a r
高森カレンダー

９月16日～10月15日

おくやみ
もうし
あげます

●9月16日（火）
　役場支払日
●9月17日（水）
　高森温泉館休館日
　野菊の会（朋遊館）／10：00～14：00
●9月18日（木）
　1才半健診（高森総合センター）／13：00～15：30
　断酒会（高森総合センター）／18：30～19：30
●9月20日（土）
　町立保育園合同運動会（町民体育館）／9：30～14：30
●9月24日（水）
　福寿草の会（草部総合センター）／10：00～15：30
●9月25日（木）
　役場支払日
　断酒会（高森総合センター）／18：30～19：30
●9月26日（金）
　年金相談（高森総合センター）／10：00～15：00
●10月6日（月）
　役場支払日
●10月15日（水）
　役場支払日
　高森温泉館休館日

編 集 後 記
An editorial postscript

▲

暑かった夏も終わり、これから秋、冬へと季節が変わ
ります。風邪などひかないよう体調管理には十分注意し
てください。

15

●町社会福祉協議会へ（敬称略）
［香典返し］
後藤ミツ子　　佐伯　一美
佐藤ツヤ子　　草村　征憲
飯干　一実　　古澤よし子
大内田ゆかり
［一般寄付］
高森モータース

●広報送料寄付（敬称略）
渡邊　昭光（福岡県久留米市）
井上　光昌（矢津田・高尾野）
田呂丸ナガエ（大阪府大阪市）
佐藤久美子（上益城郡益城町）
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２
５
０
年
以
上
の
歴
史
を
誇
る
「
風
鎮
祭
」

が
８
月
17
日
と
18
日
の
両
日
、
中
心
市
街
地
一

帯
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

別
名
「
山
引
き
」
と
呼
ば
れ
る
風
鎮
祭
は
、

宝
暦
２
年
（
１
７
５
２
年
）
に
商
人
が
高
森

阿
蘇
神
社
に
二
百
十
日
の
風
を
鎮
め
、
五
穀
豊

穣
を
祈
願
し
た
の
が
始
ま
り
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

今
年
も
五
町
向
上
会
を
中
心
に
、17
日
は
「
目

覚
ま
し
」
や
「
子
ど
も
手
踊
り
」、「
風
鎮
太
鼓

披
露
」、「
熊
本
県
警
音
楽
隊
パ
レ
ー
ド
」
な
ど

で
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

催
し
が
目
白
押
し
と
な
っ
た
18
日
は
、
午
前

中
に
「
五
穀
豊
穣
祈
願
祭
」
や
「
高
森
幼
稚
園

子
ど
も
御
輿
」
な
ど
が
行
わ
れ
、
午
後
か
ら
は

「
山
の
引
立
て
」
や
「
風
鎮
総
踊
り
」、「
節
刀
渡

し
」、「
花
火
大
会
」
な
ど
で
夜
遅
く
ま
で
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

　

18
基
が
出
展
さ
れ
た
造
り
物
コ
ン
ク
ー
ル

は
、
旭
通
下
組
の
「
ミ
サ
ゴ
」
と
下
町
２
組
の

「
レ
ッ
サ
ー
パ
ン
ダ
風
鎮
く
ん
」
が
特
賞
に
選
ば

れ
、
19
団
体
約
５
０
０
人
が
参
加
し
た
風
鎮
総

踊
り
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
高
森
町
社
会
福
祉
協
議

会
が
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

二
〇
〇
八

は
じ
け
た

。


